
と 妊娠届、新生児・産婦訪問、各種相談・健診などの母子保健事業のデータを電算で一元管理し、市民個々の
施策目的・

(2)目的 ともに、その重要性をＰＲし、受診率の向上を図ります。 事業目的 ニーズに合った適切な助言や情報提供など母子保健サービスを提供すると共に、相談体制を確保する。また
展開方向

、各種事業の業務の効率化及び個人情報管理のセキュリティ機能を強化する。
妊娠届、出生通知書、新生児・産婦訪問、４か月児相談、１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査、成人検 〇システムが滞りなく動作し、業務に支障が生じないよう、適宜、保守を行う。
診等各種事業で把握したデータをペーパー管理からＰＣ管理に変更し、心も身体も健康プランの進行管理を 〇システムのカスタマイズを実施。
総括的に行えるシステムの運営を行う。開発したシステムを利用して、個人情報を一元管理し、市民の今ま 当該年度 　大腸がん検診等データ一括取り込み機能の追加（経常）、胃がん検診（内視鏡検査）の項目追加（政策）
での相談内容を把握し、市民に必要な助言や情報提供を行うと共に、予防接種情報、妊娠届出情報のマイナ 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ンバー情報連携を実施する。

母子・成人事業における職員のシステム利用における満足度 想定値 85当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 各種データ一元化により、より適切な指導を行う。 間接 母子・成人事業における職員のシステム利用における満足度 ％ 81.2 85

平成32年度 各種データ一元化により、より適切な指導を行う。 間接 母子・成人事業における職員のシステム利用における満足度 ％ 90

平成33年度 各種データ一元化により、より適切な指導を行う。 間接 母子・成人事業における職員のシステム利用における満足度 ％ 95

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

2・3号嘱託職員報酬等2人 4,524 2・3号嘱託職員報酬等2人 4,479 2・3号嘱託職員報酬等2人 4,479 2・3号嘱託職員報酬等2人 4,479
システムリース費 4,109 システムリース費 4,147 システムリース費 3,243 システムリース費 419
システム保守委託費 3,169 システム保守委託費 3,199 システム保守委託費 3,228 システム保守委託費 3,228
システム変更委託料 1,340 システム改修業務委託料 737

＊ システム改修業務委託料（政策） 737

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 13,142 合　　計 13,299 合　　計 10,950 合　　計 8,126
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 13,142 13,299 10,950 8,126

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.14 0.14 0.14 0.14
正職員人件費 1,232 1,232 1,232 1,232

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 4,524 4,479 4,479 4,479
臨時職員賃金額 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 14,374 14,531 12,182 9,358
(11)単位費用

169.11千円／％ 170.95千円／％
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

妊娠届、新生児・産婦訪問、各種相談・健診、予防接種などの保健事業のデータを電算で一元管理し、市民個々のニーズ ○①事前確認での想定どおり
に合った適切な助言や情報提供などを迅速に提供する相談体制を確保するためには当該システムが必要である。また、心 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ も身体も健康プランの進行管理（検証・評価）においても、各種健（検）診や相談などのデータが必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
81.2 85 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 14,531 △157
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△1.09

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.58

％ 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 615 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 健康管理システム開発・運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成26年度 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.14 人）
(1)事業概要

(当　初) 14,531 千円 (うち人件費 1,232 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 31101 重点５ ○有 ●無 (計画名) 第２次心も身体も健康プラン

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

生活習慣病の予防やがんの早期発見・早期治療を促進するため、受診しやすい健（検）診体制を整備する



早期治療を目指し、がん死亡率の低減を図る。また、胃がんに関する正しい
施策目的・

(2)目的 ともに、その重要性をＰＲし、受診率の向上を図ります。 事業目的 知識を普及し、個々の健康の保持・増進を図る。
展開方向

40歳以上の市民を対象に集団で胃部エックス線検査を実施。 5月各種健（検）診受診券通知、保健センターのご案内（広報折込4月、10月）・広報あびこ・ホームページ
保健センターを会場にして、前期・後期に実施。 等掲載周知。前年度に受診した方へ検診受診券を5月中旬に発送。集団検診を前期6月の5日間と後期11月～
政策：胃内視鏡検査による胃がん死亡率減少効果が認められ、厚生労働省の指針が一部改正されたことに伴 当該年度 翌1月の9日間で実施。精密検査の結果把握及び精密検査受診勧奨に努める。自己負担額：1,200円
い、当面の間40歳以上のエックス線検査を継続するとともに、胃がん検診への胃内視鏡検査実施の方針が示 執行計画 政策：50歳以上かつ偶数年齢を対象に個別で胃内視鏡検査を実施。申し込み者へ6月に受診券送付、7月～翌

(3)事業内容 内　　容 された。導入にあたっては、胃内視鏡検診運営委員会の設置が市の役割として位置づけられている。また、 1月まで検診を実施。また、運営委員会の開催、精度管理のため医師へ胃内視鏡読影に関する研修や画像評
精度管理のため医師によるダブルチェックの判定を行うことが必須とされており、平成30年度にがん検診運 価を実施。自己負担額：4,500円(減免対象者は3,000円）
営委員会を設置、実施方法等検討を進めるほか、読影研修会と精度管理のための画像評価を実施している。 受診者数 想定値 3,610当該年度
平成31年度から50歳以上かつ偶数年齢を対象に、個別で胃内視鏡検査を実施、がん検診運営委員会にて検査 単位 名

活動結果指標 実績値従事医師の認定等検討するほか、精度管理のための読影研修や画像評価も継続して実施する。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 受診率を上げて、疾病の早期発見・早期治療を目指す市民を増やす。また、がん死亡者を減らす。 直接 受診率 ％ 17.8 19.8

平成32年度 受診率を上げて、疾病の早期発見・早期治療を目指す市民を増やす。また、がん死亡者を減らす。 直接 受診率 ％ 21.8

平成33年度 受診率を上げて、疾病の早期発見・早期治療を目指す市民を増やす。また、がん死亡者を減らす。 直接 受診率 ％ 23.3

個別の胃がん検診（胃内視鏡）の導入により、事業費が増額となるため、がん検診の受益者負担の見直しなどを行い、少しでも
(7)事業実施上の課題と対応 財源を確保するよう努めている。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

通信運搬費 319 通信運搬費 152 通信運搬費 68 通信運搬費 68
検診実施委託料（エックス線検査分） 14,155 検診実施委託料（エックス線検査分） 8,961 検診実施委託料（エックス線検査分） 3,922 検診実施委託料（エックス線検査分） 3,922
検診受付･結果通知委託料 1,114 検診受付･結果通知委託料 615 検診受付･結果通知委託料 270 検診受付･結果通知委託料 270
駐車場整理委託料 379 駐車場整理委託料 231 駐車場整理委託料 35 駐車場整理委託料 35
臨時職員賃金等 627 臨時職員賃金等 314 臨時職員賃金等 314 臨時職員賃金等 314
印刷製本費（ポスター按分） 6 印刷製本費（ポスター按分） 7 印刷製本費（ポスター按分） 7 印刷製本費（ポスター按分） 7
2・3号嘱託職員報酬等0.31人 800 2・3号嘱託職員報酬等0.31人 700 2・3号嘱託職員報酬等0.31 700 2・3号嘱託職員報酬等0.31 700

実施内容 健康手帳（消耗品費） 378 健康手帳（消耗品費） 266 健康手帳（消耗品費） 266 健康手帳（消耗品費） 266
精密検査委託料 36 精密検査委託料 35 精密検査委託料 22 精密検査委託料 22

(8)施行事項
費　　用 集団受診券作成委託 432 集団受診券作成委託 455 集団受診券作成委託 455 集団受診券作成委託 455

消耗品 6 消耗品 4 消耗品 4 消耗品 4
＊ がん検診運営委員会委員報償費 105 ＊ がん検診運営委員会委員報償費 63 ＊ がん検診運営委員会委員報償費 63 ＊ がん検診運営委員会委員報償費 63
＊ がん検診等委託料（内視鏡読影業務分） 324 ＊ 印刷製本費（胃内視鏡受診票） 85 ＊ 印刷製本費（胃内視鏡受診票） 85 ＊ 印刷製本費（胃内視鏡受診票） 85

＊ 通信運搬費 81 ＊ 通信運搬費 81 ＊ 通信運搬費 81
＊ 検診実施委託料（内視鏡検査等分） 18,830 ＊ 検診実施委託料（内視鏡検査等分） 18,830 ＊ 検診実施委託料（内視鏡検査等分） 18,830
＊ 受診券作成委託料 262 ＊ 受診券作成委託料 262 ＊ 受診券作成委託料 262
＊ 臨時職員賃金（事務補佐員） 14 ＊ 臨時職員賃金（事務補佐員） 14 ＊ 臨時職員賃金（事務補佐員） 14

予算(決算)額 合　　計 18,681 合　　計 31,075 合　　計 25,398 合　　計 25,398
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 18,681 31,075 25,398 25,398

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.55 0.9 0.9 0.9
正職員人件費 4,840 7,920 7,920 7,920

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 800 700 700 700
臨時職員賃金額 627 328 328 328

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 23,521 38,995 33,318 33,318
(11)単位費用

6.92千円／名 10.8千円／名
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

我孫子市において、悪性新生物の部位別に見た死亡率で胃がんは第2位となっており、検診を受診し早期発見・早期治療 ○①事前確認での想定どおり
を行うことにより死亡率を低減できることから、胃がん検診を実施することは重要かつ、必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
17.8 19.8 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 ■⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 38,995 △15,474
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△65.79

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.05

％ 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 627 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 胃がん検診 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 8 人 (換算人数 0.9 人）
(1)事業概要

(当　初) 38,995 千円 (うち人件費 7,920 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 31101 重点５ ○有 ●無 (計画名) 第2次心も身体も健康プラン

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

生活習慣病の予防やがんの早期発見・早期治療を促進するため、受診しやすい健（検）診体制を整備すると 検診を通してがんの早期発見・



るためのさ 健康増進・維持に関する基本的な考え方及び具体的な方策を明らかにし、健康づくりに対する自主的な取組
施策目的・

(2)目的 まざまな情報の提供や、気軽に相談できる体制の充実を図るとともに、健康づくりの機会として体験型事業 事業目的 を推進し、全世代における生活習慣の改善、健康寿命の延伸を目指す。また、食に関する知識や食を選択す
展開方向

を実施し、健康づくりに対する理解や意識の向上に努めます。 る力を身に付け、体験活動等を通し、食に関する理解を深め、実践できるよう食習慣を確立する。
・計画推進及び目標数値の達成状況等を検討・検証する。 ・「第２次心も身体も健康プラン」の進捗報告等を通して、プランの推進を行う。
・「我孫子市健康づくり推進協議会」及び庁内組織である「心も身体も健康プラン推進委員会」を必要に応 　目標値の達成状況を踏まえ、今後新たな取り組みが必要な分野等の検討や事業の見直し等を行う。
じて開催する。 当該年度 ・計画啓発用リーフレット等の作成、配布。
・健康、食育、歯と口腔の健康づくりを一体的に推進する「第２次心も身体も健康プラン」に基づき、健康 執行計画 政策：市民アンケートを行い、中間評価を実施する。

(3)事業内容 内　　容 づくり等の啓発を行う。
政策：5年を目途に中間評価を実施する。

健康づくり推進協議会、心も身体も健康プラン推進委員会議の合計開 想定値 3当該年度
催回数 単位 回

活動結果指標 実績値

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 計画に位置づける事業の目標を達成する 間接 健康プランに位置づけた目標指標が改善した事業割合 ％ 69.4 65

平成32年度 計画に位置づける事業の目標を達成する 間接 計画に位置づけた目標を達成した事業の割合 ％ 68

平成33年度 計画に位置づける事業の目標を達成する 間接 5年後の計画に位置づけた目標を達成した事業の割合 ％ 70

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

進行管理 進行管理 進行管理 進行管理
健康づくり推進協議会報酬 健康づくり推進協議会報酬 健康づくり推進協議会報酬 健康づくり推進協議会報酬
（13人*2回*3,500円） 91 （13人*2回*3,500円） 91 （13人*2回*3,500円） 91 （13人*2回*3,500円） 91
啓発リーフレット印刷 295 啓発リーフレット印刷 470 啓発リーフレット印刷 470 啓発リーフレット印刷 470
啓発ランチョンマット印刷 87 通信運搬費 9 通信運搬費 9 通信運搬費 9
部会報償費 35
（5人*2回*3,500円） ＊ 健康プランアンケート調査分析委託料 2,170

実施内容 通信運搬費 8 ＊ 通信運搬費（健康プランアンケート） 710
＊ 印刷製本費（健康プランアンケート） 96

(8)施行事項
費　　用 ＊ 中間評価市民アンケート内容検討 0

予算(決算)額 合　　計 516 合　　計 3,546 合　　計 570 合　　計 570
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 516 3,546 570 570

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.88 0.88 0.88 0.88
正職員人件費 7,744 7,744 7,744 7,744

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 8,260 11,290 8,314 8,314
(11)単位費用

4,130千円／回 3,763.33千円／回
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

健康づくり、食育推進、歯科口腔の健康を推進するため、総合的・計画的に推進していくよう策定した「第２次心も身体 ○①事前確認での想定どおり
も健康プラン」に位置づけした「一次予防による健康寿命延伸」、「食を通じた心・身体づくり」並びに「歯と口腔の健 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 康づくり」に係る各種事業を推進することで、誰もが生涯をとおして健康で自立した生活をおくれるように計画の進捗管 ○要
   背景は？(事業の必要性) 理等を行っていくことは、市民の健康寿命を延伸させるために必要である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 計画の推進にあたり、条例で位置づけられた「健康づくり推 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 進協議会」においれ進行管理を行い、事業や目標値の改善等 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り に向け協議する。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
69.4 65 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 11,290 △3,030
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△36.68

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.58

％ 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 641 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 第２次心も身体も健康プランの推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成16年度 ～ ⑥担当職員数 11 人 (換算人数 0.88 人）
(1)事業概要

(当　初) 11,290 千円 (うち人件費 7,744 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 31103 重点５ ○有 ●無 (計画名) 第２次心も身体も健康プラン

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民一人ひとりが自らの健康状態を知り、自主的に健康づくりができるよう、生活習慣を改善す



間の急病患者の医療に適切に対処できるように、救急医療体制の充実を図る
施策目的・

(2)目的 ービスをいつでも受けられるよう、かかりつけ医などの身近な医療から高度な最先端技術を提供する医療ま 事業目的 。
展開方向

でを体系的に整備し、広域的な連携を含めて医療体制を強化します。
〇日曜、祝日、年末年始及び毎夜間の救急患者を受け入れできる救急医療（我孫子つくし野病院・我孫子東 ・夜間や休日の救急患者の受け入れを行う。
邦病院・アビコ外科整形外科病院・我孫子聖仁会病院・平和台病院・名戸ヶ谷あびこ病院）体制の確保、充 （毎夜間：午後５時から翌日午前９時まで　　日曜/祝日/年末年始：午前９時から翌日午前９時まで）
実を図る。 名戸ヶ谷あびこ病院は、病院を運営する「蛍水会」が平成２５年１月に社会医療法人に認定さ 当該年度 ・救急医療対策検討会の開催
れ、公立病院に準じた公的な役割を担う病院となった。公立病院に準じた特別交付税措置制度を活用した支 執行計画 ・災害医療対策会議の開催

(3)事業内容 内　　容 援を行う。 政策：平成３１年度は名戸ヶ谷病院における循環備蓄について協議・実施。
〇災害医療対策会議を開催し、災害時の救護活動等について、平時から関係者で協議する。大規模な災害時
、我孫子市災害時医療救護活動マニュアルに基づき我孫子医師会を中心に実施する初動医療体制の充実・強 休日・夜間受診件数 想定値 12,000当該年度
化を図るため、医薬品等を市内8か所の救護所に配備する。病院は配備した医薬品等を日常の診療で使用し 単位 件

活動結果指標 実績値、使用後補充する形で、常に応急医療救護活動用として備蓄（循環備蓄）する。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 病院の診療時間外に病気にかかったとき、適切な診療を受けることができる。 間接 苦情なく受診できた割合（受診件数－苦情件数/受診件数） ％ 99.9 100

平成32年度 病院の診療時間外に病気にかかったとき、適切な診療を受けることができる。 間接 苦情なく受診できた割合（受診件数－苦情件数/受診件数） ％ 100

平成33年度 病院の診療時間外に病気にかかったとき、適切な診療を受けることができる。 間接 苦情なく受診できた割合（受診件数－苦情件数/受診件数） ％ 100

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

第二次救急医療運営負担金 48,571 第二次救急医療運営負担金 48,865 第二次救急医療運営負担金 48,865 第二次救急医療運営負担金 48,865
＜昼間＞ ＜昼間＞ ＜昼間＞ ＜昼間＞
（日曜・祝日）3,939,600円 （日曜・祝日）4,116,000円 （日曜・祝日）4,116,000円 （日曜・祝日）4,116,000円
（年末年始）642,600円 （年末年始）642,600円 （年末年始）642,600円 （年末年始）642,600円
＜夜間＞ ＜夜間＞ ＜夜間＞ ＜夜間＞
（平日）42,146,600円 （平日）42,264,000円 （平日）42,264,000円 （平日）42,264,000円
（年末年始）841,800円 （年末年始）841,800円 （年末年始）841,800円 （年末年始）841,800円

実施内容 第二次救急医療調整負担金 第二次救急医療調整負担金 第二次救急医療調整負担金 第二次救急医療調整負担金
1,000,000円　　　 1,000,000円　　 1,000,000円　　 1,000,000円　　

(8)施行事項
費　　用 公的病院等に対する運営費補助金 20,000 公的病院等に対する運営費補助金 20,000 公的病院等に対する運営費補助金 20,000 公的病院等に対する運営費補助金 20,000

災害医療対策会議報償費 18 災害医療対策会議報償費 18 災害医療対策会議報償費 18 災害医療対策会議報償費 18

＊ 救護所用品１か所分（病院配置） ＊ 救護所医薬品等１か所分（病院配置） ＊ 救護所医薬品等５か所分（病院配置）
＊ 循環備蓄医薬品等負担金 343 ＊ 循環備蓄医薬品、循環備蓄衛生材料 727 ＊ 循環備蓄医薬品、循環備蓄衛生材料 3,066
＊ 消耗品：トリアージタグ 32
＊ 備品：トリアージシート 75 消耗品：トリアージタグ 31 ＊ 救護所用品残り５か所分
＊ 備品：循環備蓄医薬品等保管冷温庫 20 ＊ 備品：トリアージシート 75 ＊ 備品：トリアージシート他 875

予算(決算)額 合　　計 69,059 合　　計 69,716 合　　計 72,824 合　　計 68,883
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 69,059 69,716 72,824 68,883

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.12 0.12 0.12 0.12
正職員人件費 1,056 1,056 1,056 1,056

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 70,115 70,772 73,880 69,939
(11)単位費用

5.84千円／件 5.9千円／件
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・各病院が毎日複数の当直医（内科系・外科系等）を確保するのは困難なため、さまざまな病状の救急患者を迅速に病院 ○①事前確認での想定どおり
に搬送し、適切な治療を受けられるようにするには、市が二次救急医療の受入れ体制を整えるための支援をしていく必要 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・平時から地域の関係者が災害医療対策会議において、災害時の市の救護本部機能の強化等を検討していく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 災害医療対策会議では、医師会、歯科医師会、薬剤師会等の ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 関係者に委員を委嘱し、意見を頂いている。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
99.9 100 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 70,772 △657
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△0.94

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.14

％ 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 651 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 第二次救急医療整備事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成29年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.12 人）
(1)事業概要

(当　初) 70,772 千円 (うち人件費 1,056 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 31201 重点３ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

休日でも初期的な医療を受けられるよう、関係機関と連携して休日診療所を運営します。また、救急医療サ 日曜、祝日、年末年始及び毎夜



、 平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に
施策目的・

(2)目的 路上喫煙、犬の糞害に対する指導、不法投棄と野焼きに対する監視や戸別指導を実施して、公害や生活環境 事業目的 起因する放射性物質による健康への影響を心配する市民に対し、医療機関等での検査の受診を促し，もって
展開方向

の悪化を防止します。また、ＰＭ２．５や放射性物質などの新たな環境問題については、国、県、近隣自治 市民の健康への影響に対する不安及び経済的負担の軽減を図る。
〇ホールボディカウンタ測定費用助成　内部被ばくの状況を把握するため、測定機関においてホールボディ 〇ホールボディカウンタ測定費用・甲状腺検査費助成
カウンタ測定費用に対する助成 ・助成金の申請受付。申請受付後、随時助成金の交付決定後、助成を行う。
対象被測定者　妊婦、平成6年4月2日以降に生まれた者。助成金額は測定費用の1/2とし、1人につき3,000円 当該年度 ・ホールボディカウンタ測定については、測定前に事前申出が必要。
を限度とする。生活保護世帯等の場合、助成金額は測定費用の全額とし、6,000円を限度とする。 執行計画 ・測定・検査実施者にアンケートを実施。

(3)事業内容 内　　容 〇甲状腺検査費用助成　市内医療機関において甲状腺超音波検査と血液検査を同時に実施後、医師からの説
明を実施する。対象者は、平成4年4月2日～平成23年4月1日生まれの者で、事故日及び検査日において市内
に住所を有する者とする。ただし、自覚症状のある者や医療に罹っている者は除く。１人につき5,000円を ホールボディカウンタ測定・甲状腺検査助成件数 想定値 5当該年度
限度に助成する。 単位 件

活動結果指標 実績値

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 健康への影響に対する市民の不安の軽減を図ること 直接 健康への影響に対する不安の軽減ができた者の割合 % 0 80

平成32年度 健康への影響に対する市民の不安の軽減を図ること 直接 健康への影響に対する不安の軽減ができた者の割合 % 80

平成33年度 健康への影響に対する市民の不安の軽減を図ること 直接 健康への影響に対する不安の軽減ができた者の割合 % 80

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

ホールボディカウンタ測定及び ホールボディカウンタ測定及び ホールボディカウンタ測定及び ホールボディカウンタ測定及び
甲状腺検査費用助成金 甲状腺検査費用助成金 甲状腺検査費用助成金 甲状腺検査費用助成金

＊ （3,000円×3人+5,000円×5人） 34 ＊ （3,000円×2人+5,000円×3人） 21 ＊ （3,000円×2人+5,000円×3人） 21 ＊ （3,000円×2人+5,000円×3人） 21

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 34 合　　計 21 合　　計 21 合　　計 21
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 34 21 21 21

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.16 0.16 0.16 0.16
正職員人件費 1,408 1,408 1,408 1,408

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,442 1,429 1,429 1,429
(11)単位費用

180.25千円／件 285.8千円／件
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う福島第一原子力発電所の事故による各種放射能対策を実施して ○①事前確認での想定どおり
きたが、子どもの将来に対する保護者の不安は消し去ることはできていない。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ このため、医療機関等によるホールボディカウンタ測定や甲状腺検査の助成事業を実施し、子どもや保護者の不安の軽減 ○要
   背景は？(事業の必要性) を図る。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 80 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,429 13
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

0.9

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 5.6

% 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1961 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 ホールボディカウンタ測定及び甲状腺検査費用助成事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成24年度 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.16 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,429 千円 (うち人件費 1,408 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 12201 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

良好な生活環境を維持するため、定期的な環境調査や事業所などへの監視・指導を継続して行うとともに



るため、乳幼児・小中学生に国が定める定期の予防接種を受けることによって
施策目的・

(2)目的 期接種の接種率の向上を図ります。また、任意接種についても、市民の費用負担の軽減を図るなど接種しや 事業目的 、感染症の発病予防・重症化防止・集団感染の予防を図ることができる。
展開方向

すい体制を整備します。
対象者：乳幼児は出生者・転入者に「予防接種ノート」として毎月、日本脳炎2期・ＤＴ2期は3月に予診票 3月：ＤＴ2期・日本脳炎2期の予診票を個別送付。6月：日本脳炎2期（18歳）の接種勧奨　7月：ＤＴ2期の
を個別送付。 接種勧奨。11月：就学時健診でＭＲ2期、1月・3月：ＭＲ2期の接種勧奨。毎月：前月出生者・転入者への予
予防接種種類：ＢＣＧ（1回）、4種混合1期（4回）、ヒブ（4回）、小児用肺炎球菌（4回）、ＭＲ（麻しん 当該年度 防接種ノート送付及び請求事務による委託料の支払い。誤接種や副反応が生じた際の調査報告｡随時、子育
・風しん）1期（1回）・2期（1回）、水痘（2回）、Ｂ型肝炎（3回）、ＤＴ2期（1回）、日本脳炎1期（3回 執行計画 てワンストップサービスへの対応を検討（マイナポータルを活用した予防接種のお知らせ等の導入・運用検

(3)事業内容 内　　容 ）・2期（1回）、子宮頸がん予防ワクチン（3回）。 討）。マイナンバー情報連携実施。新型インフルエンザ対策用備蓄品購入（マスク等）。
接種場所：市内契約医療機関、及び市外契約医療機関（一部）で実施。（予防接種法第2条に基づく法定接 【政策】対象の男性に風しん抗体価の検査を実施し、抗体価の低い者に予防接種を実施。
種）※契約医療機関外で接種した場合は助成金を交付する。 接種者件数（乳幼児8種類接種延：18,120件、学童1種類接種延：1,20 想定値 19,320当該年度
【政策】風しん抗体保有率の低い1962年(昭和37年)4月2日から1979年(昭和54年)4月1日までに生まれた男性 0件） 単位 件

活動結果指標 実績値を対象に風しん抗体価検査及び予防接種法に基づき風しんの定期接種を実施する。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 疾病の発生及び発病の防止を図るため、対象者の接種率を向上させる。 直接 接種率 ％ 96.5 98

平成32年度 疾病の発生及び発病の防止を図るため、対象者の接種率を向上させる。 直接 接種率 ％ 98

平成33年度 疾病の発生及び発病の防止を図るため、対象者の接種率を向上させる。 直接 接種率 ％ 98

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 52 消耗品費 43 消耗品費 43 消耗品費 43
印刷製本費 297 印刷製本費 471 印刷製本費 471 印刷製本費 471
報償費（健康被害） 0 報償費（健康被害） 0 報償費（健康被害） 0 報償費（健康被害） 0
通信運搬費 864 通信運搬費 874 通信運搬費 874 通信運搬費 874
予防接種委託料 197,856 予防接種委託料 205,111 予防接種委託料 205,111 予防接種委託料 205,111
乳幼児予防接種助成金 416 乳幼児予防接種助成金 340 乳幼児予防接種助成金 340 乳幼児予防接種助成金 340
嘱託職員報酬0.46人 1,500 嘱託職員報酬0.46人 1,500 嘱託職員報酬0.46人 1,500 嘱託職員報酬0.46人 1,500

実施内容 予防接種事故負担金、保険料 160 予防接種事故負担金、保険料 133 予防接種事故負担金、保険料 133 予防接種事故負担金、保険料 133
新型インフルエンザ備蓄消耗品 195 新型インフルエンザ備蓄消耗品 183 新型インフルエンザ備蓄消耗品 183 新型インフルエンザ備蓄消耗品 183

(8)施行事項
費　　用 新型インフルエンザ備蓄医薬材料費 172 新型インフルエンザ備蓄医薬材料費 238 新型インフルエンザ備蓄医薬材料費 238 新型インフルエンザ備蓄医薬材料費 238

臨時職員賃金 297 臨時職員賃金 335 臨時職員賃金 335 臨時職員賃金 335
＊ 風しん予防接種委託料 4,583 ＊ 風しん予防接種委託料 4,583 ＊ 風しん予防接種委託料 4,583
＊ 風しん予防接種助成金(39～56歳男性) 242 ＊ 風しん予防接種助成金(39～56歳男性) 242 ＊ 風しん予防接種助成金(39～56歳男性) 242
＊ 風しん抗体検査委託料 6,462 ＊ 風しん抗体検査委託料 6,462 ＊ 風しん抗体検査委託料 6,462
＊ 風しん抗体検査助成金 340 ＊ 風しん抗体検査助成金 340 ＊ 風しん抗体検査助成金 340

予算(決算)額 合　　計 201,809 合　　計 220,855 合　　計 220,855 合　　計 220,855
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 50 ％ 3,401 補助率 50 ％ 3,401 補助率 50 ％ 3,401
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 201,809 217,454 217,454 217,454

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.62 0.62 0.62 0.62
正職員人件費 5,456 5,456 5,456 5,456

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,500 1,500 1,500 1,500
臨時職員賃金額 297 335 335 335

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 207,265 226,311 226,311 226,311
(11)単位費用

10.73千円／件 11.71千円／件
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

疾病への抵抗力が低い子どもが感染症に罹患した場合、生命を脅かす重篤な症状や後遺症となる危険性が高くなるが、予 ○①事前確認での想定どおり
防接種を行うことで疾病に対し抵抗力が増し、発病防止や重症化を防ぐ事ができる。また、多くの人が予防接種を受ける ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ことで、感染症の流行（集団感染）も防ぐことができることから、市民の健康の保持・増進のため、適切な時期に子ども ○要
   背景は？(事業の必要性) が予防接種を受けられるよう勧めていく必要がある。また、新型インフルエンザ予防対策として、マスク、消毒薬品を備 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

蓄し、感染流行に備える必要がある。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
96.5 98 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 226,311 △19,046
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△9.19

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 0.04

％ 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 610 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 予防接種事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 8 人 (換算人数 0.62 人）
(1)事業概要

(当　初) 226,311 千円 (うち人件費 5,456 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 31102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 心も身体も健康プラン

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

感染症の罹患と重篤化を予防するため、予防接種についての十分な情報提供を行い、予防接種法に基づく定 感染症から子どもの健康を守



法に基づく定 小児の任意予防接種を受けた児の保護者に対し、予防接種に要する費用の一部を助成することにより、保護
施策目的・

(2)目的 期接種の接種率の向上を図ります。また、任意接種についても、市民の費用負担の軽減を図るなど接種しや 事業目的 者の経済的負担を軽減するとともに、発病予防・重症化予防、及び集団感染の予防を図ることを目的とする
展開方向

すい体制を整備します。 。
＜小児インフルエンザ＞対象者：生後６か月～小学６年生、助成額：１，５００円/回、年度内一人２回ま ＜小児インフルエンザ＞７月：実施準備、接種協力医療機関依頼、８月：必要書類・物品準備、１０月～市
で。接種場所：市内契約医療機関等.時期：１０月～翌年１月３１日※契約医療機関外での接種は助成金交 内委託医療機関からの請求による委託料の支払、市外医療機関での接種者への助成金交付申請受付及び支払
付。 当該年度 ＜ロタウイルス＞毎月、前月出生者の予防接種ノート送付時に案内ちらし及び予診票を個別通知。市内委託
＜ロタウイルス＞対象者：１価ロタウイルスワクチン:生後６週から２４週０日までの乳児:５価ロタウイル 執行計画 医療機関からの請求による委託料の支払、市外医療機関での接種者への助成金交付申請受付及び支払

(3)事業内容 内　　容 スワクチン　生後６週から３２週０日までの乳児.接種回数：１価２回、５価３回。助成額：１価３，００ 【政策】＜風しん予防接種助成金＞千葉県風しん抗体検査を実施した妊娠を希望する女性等のうち、風しん
０円/回、５価２，０００円/回.接種場所：市内契約医療機関等※契約医療機関外での接種は助成金交付。 予防接種実施者への助成金交付申請受付及び支払
【政策】＜風しん予防接種助成金＞対象者：千葉県風しん抗体検査を実施した妊娠を希望する女性等に対し 接種者件数（延べ件数） 想定値 15,820当該年度
、風しん予防接種費用を助成する。 小児インフルエンザ14,920件、ロタウイルス900件 単位 件

活動結果指標 実績値

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 疾病の発症、重症化及び集団感染の予防を図るため、接種者数を増やす。 直接 接種者件数（延べ件数） 件 11,958 15,820

平成32年度 疾病の発症、重症化及び集団感染の予防を図るため、接種者数を増やす。 直接 接種者件数（延べ件数） 件 15,850

平成33年度 疾病の発症、重症化及び集団感染の予防を図るため、接種者数を増やす。 直接 接種者件数（延べ件数） 件 15,850

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

接種委託料 26,020 接種委託料 22,690 接種委託料 22,690 接種委託料 22,690
助成金（償還） 540 助成金（償還） 420 助成金（償還） 420 助成金（償還） 420
通信運搬費 14 通信運搬費 13 通信運搬費 13 通信運搬費 13
2・3号嘱託職員報酬等0.31人 800 2・3号嘱託職員報酬等0.31人 800 2・3号嘱託職員報酬等0.31人 800 2・3号嘱託職員報酬等0.31人 800
臨時職員賃金 296 臨時職員賃金 334 臨時職員賃金 334 臨時職員賃金 334

＊ 風しん予防接種助成金 15 ＊ 風しん予防接種助成金 15 ＊ 風しん予防接種助成金 15

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 27,670 合　　計 24,272 合　　計 24,272 合　　計 24,272
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 50 ％ 7 補助率 50 ％ 7 補助率 50 ％ 7
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 27,670 24,265 24,265 24,265

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.14 0.14 0.14 0.14
正職員人件費 1,232 1,232 1,232 1,232

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 800 800 800 800
臨時職員賃金額 296 334 334 334

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 28,902 25,504 25,504 25,504
(11)単位費用

1.83千円／件 1.61千円／件
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

予防接種法に位置付けがされていない任意予防接種であり、市が助成制度を実施することで、保護者の経済的負担を軽減 ○①事前確認での想定どおり
すると共に、疾病への罹患や罹患した場合でも重症化を防ぐことができる。また、多くの人が予防接種を受けることで感 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 染症の流行（集団感染）も防ぐことができることから、勧めていく必要がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ○①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ○不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
11,958 15,820 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 25,504 3,398
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

11.76

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 62.03

件 10万円

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2080 課コード 0503 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 健康福祉部・健康づくり支援課

個別事業 小児等任意予防接種費用助成事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成27年度 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.14 人）
(1)事業概要

(当　初) 25,504 千円 (うち人件費 1,232 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 31102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 健康福祉総合計画・子ども総合

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

感染症の罹患と重篤化を予防するため、予防接種についての十分な情報提供を行い、予防接種


